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（内閣府知的財産推進本部資料より抜粋）

国際標準化をめぐる状況：内閣府「新たな国際標準戦略」（令和7年6月決定）
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（内閣府知的財産戦略推進事務局, 2025）

社会的課題への対応、市場創出等を目指し、戦略的な国際標準化の推進へ

国際標準化をめぐる状況：内閣府「新たな国際標準戦略」（令和7年6月決定）
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国際標準化をめぐる状況：「強い経済」を実現する総合経済対策（令和7年11月閣議決定）

・「「強い経済」を実現する総合経済対策」にて、官民連携投資を行う戦略分野及びサプライ
チェーンの強化を図る重要物資について、国際標準化の観点も含めた総合支援策を講ずる
こととされた。
・食料・農林水産分野の経済対策においても、国際標準化を一層活用する時代へ

官民連携投資を行う戦略分野及びサプライチェーンの強化を図る重要物資

AIの開発・社会実装とそれを支える半導体・データセンターの支援

造船業の再生・強化

量子技術イノベーションの加速

フュージョンエネルギーの早期実現

創薬・先端医療の推進、国内製造拠点の整備等

合成生物学・バイオの開発強化

航空機産業の生産基盤強化

宇宙・海洋開発の推進

フードテックへの投資促進

重要鉱物の安定供給及びマテリアル革新

次世代の情報通信基盤の強化

港湾ロジスティクスの強化

リスク点検等を通じたサプライチェーンの強化・「特定重要物資」の支援強化

総合支援策に含まれる観点

大胆な投資促進

国際展開支援

人材育成

スタートアップ振興

研究開発

産学連携

国際標準化

（「「強い経済」を実現する総合対策」（https://www5.cao.go.jp/keizai1/keizaitaisaku/
1121_taisaku.pdf）を元に発表者が整理）
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食料・農林水産分野の国際標準化に係る施策例

★食料・農林水産分野の国際標準戦略作成★JAS（日本農林規格）等の国際標準化
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食料・農林水産業分野の国際標準化①事前の検討（輸出拡大の例）

競合の把握

• 競合企業の動向

• 他国の標準化の取組

自社・自国の把握
• 自社・自国の商材の商品特性

• 自社・自国の強み・差別化要素

• 自社・自国の弱み・課題

顧客の把握

• 小売・流通業者のニーズ

• 消費者のニーズ

• 各国固有の規制等

他社・他国との差別化

As-is To-be

マーケットの拡大

新規マーケットの創造

環境分析 マーケット獲得の方針

⚫市場における自社・日本産品

の立ち位置や優位性を明確化

⚫自社・日本産品の事業規模

拡大の方法を決定

ブラックボックス

知財独占

知財ライセンス

開示

標準化

規制化

オープンクローズ戦略

⚫各オプションを踏まえ、標準化

をツールとして選択するかどうか

を検討

マーケティング戦略

⚫ 4P戦略(製品、価格、流通、

販促)等の検討

マーケット規模

自社・

日本産品

規模

マーケット規模

自社・

日本産品

規模

マーケット規模

自社・

日本産品

規模

戦略策定

まずは自社商材や日本産品の強み・差別化要素、及びマーケット獲得の方法を検討した上で、標準化が貢献し得るかどうかを
検討することが重要

6

各国の輸出規制・要求への対応

マーケット規模

引用元（一部改変）：https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_system/attach/pdf/index-119.pdf



農林水産省 新事業・食品産業部 ／ New Business and Food Industry Department. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.
7

食料・農林水産分野の国際標準化②オープンクローズ戦略及び取組体制

【安全性】
・JFS規格（国内～国際）
・GAP（国内～国際）
・Codex（国際）
【品質】
・JAS（国内）
・ISO規格（国際）

ブラックボックス：秘匿化

知財：権利化して独占又は部分的に技術等共有

開示：技術等を公開

＊標準化：同じ技術等を使えるように合意

規制化：同じ技術等を使うことを義務化

・特許
・GI

ク
ロ
ー
ズ

オ
ー
プ
ン

（経産省HPより引用（https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun-kijun/sesaku/open-close/））

★オープンクローズ戦略の概念図

★食料・農林水産分野の事例 ※発表者の私見に基づく簡易な整理です

・オープンクローズ戦略に基づいて取組む場合、自社の製品・サービスをどのように世に出したいか、その中で知財と標準をどのように
使い分けたいかを考えておく必要
・規格を作る場合は、規格作り及び適合性評価の産学官金体制を事前に整備し、規格の活用者を想定しておくことが必要

★産学官金による取組体制（案）

（（株）野村総合研究所作成資料より引用（https://www.maff.go.jp/j/jas/kaigi/sennryaku.html））
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国際標準化のステップで必要となる人材

戦略人材

• 規格をツールとしてどのように輸出を拡大する

か、どのような規格が必要か、開発から活用

までの戦略を描き実行する

• 複数人でこの役割を担う

• 規格のニーズを踏まえて、規格化のアドバイス

やサポートを行う

• 国際会議で規格開発までの戦略を立て、

仲間を増やしながら落としどころを見つける

交渉人材
共通

専門人材

• 標準化対象の専門家

• 規格のニーズを戦略人材から受け取り、交渉

人材・規格執筆人材とともに規格を練る

• 国際会議にも参加する

規格ごと

規格執筆人材

• 規格のニーズを踏まえて、規格化のアドバイス

やサポートを行う

• 目的に基づいて規格を執筆、更新する

共通

分野・品目ごと

全体で共有可能

分野・品目ごとに必要

規格ごとに必要

対象ごとの規格開発・活用

戦略の策定

国際規格の活用国際規格の開発

戦略人材

輸出主体

交渉人材
規格執筆人材

専門人材

輸出主体
規格を使い輸出

コア人材

※人材が重複するケースも

生産・製造主体
規格を使い

生産・製造

認証主体
規格に基づき認証

購入主体

規格による

付加価値を認め購入

生産・製造主体

購入主体

連携適宜連携

認証主体

・輸出拡大に寄与する標準化活動は、４つのコア人材を中心に連携して推進することが必要
・明確化のため各機能を個人に分けて整理しているが、実際はチームで各機能を担う

8

食料・農林水産業分野の国際標準戦略③標準化人材・スキルセット

引用元：https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_system/attach/pdf/index-119.pdf
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(IAJapan, 2023: 適合性評価ガイドブック2023)
（（株）野村総合研究所作成資料より引用（https://www.maff.go.jp/j/jas/kaigi/sennryaku.html））

規格作りと適合性評価は一体であるため、どのような国際標準化を行いたいかという目標のもと、規格の内容だ
けでなく、適合性評価のスキームやスキームオーナーも事前に検討しておく必要

食料・農林水産業分野の国際標準戦略④規格化プロセスの検討

規格を活用した
ビジネス提案 規格案の作成 国際の場での検討 規格の制定 適合性評価

（特に第三者評価）
認証製品等
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STAGE 1 国際規格案の提案（NP）

STAGE 2 WG内での検討（WD）

STAGE 3 TC/SC内での検討（CD）

STAGE 4 全加盟国への意見照会（DIS）

STAGE 5 最終国際規格案の正式投票（FDIS）

STAGE 6 国際規格の制定（IS）

コメント照会

作業グループのコンセンサス

TC/SCで投票したPメンバーの2/3以上賛成
かつ、５か国以上から専門家推薦

TC/SCで投票したPメンバーの2/3以上賛成
かつ、反対が投票総数の1/4以下

対象：TC/SCのPメン
バー及びOメンバー

対象：Pメンバーが指名
した専門家

36カ月
(標準)

対象：TC/SCのPメン
バー及びOメンバー

TC/SC
内

ISO
全体

関連文書の名称 略称

新業務項目提案
New work item 
proposal

NP

作成原案
Working draft WD

委員会原案
Committee draft

CD

国際規格案
Draft 
International 
Standard

DIS

最終国際規格案
Final draft 
International 
Standard

FDIS

国際規格
International
Standard

IS

参照：ISO/IEC専門業務用指針第１部

※CDは省略可能。
※FDISは原則省略
（選択制）

８週 翻訳期間＋

１２週 投票期間

8週 投票期間
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食料・農林水産業分野の国際標準戦略④国際規格化（ISO規格の例）

★ISO規格制定までのプロセス
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具体事例（花き業界総合認証プログラム（MPS））

MPS（花き産業総合認証）

サプライ
チェーン
フロー

認証システム
(ターゲット

別)

生産者向けMPS 市場向けMPS 流通向けMPS

上記を構成
する規格・認

証

MPS
ABC

MPS
GAP

MPS
SQ

MPS
Q

MPS
GPA

ISO9001
Florimark

Trace 
Cert

Florimark
GTP

ISO 9001

規格・認証
内容

環境 生産工程管理 社会的責任 品質

トレーサビリ
ティ
＋

市場工程管理

経営改善
＋

品質管理

トレーサビリ
ティ

トレーサビリ
ティ
＋

流通工程管理

経営改善
＋

品質管理

保管・流通・包装

販売・消費生産・製造

MPS Florimark Production

（花き生産総合認証）

MPS Florimark Auction

（花き市場総合認証）

MPS Florimark Trade

（花き流通総合認証）

引用元：https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_system/attach/pdf/index-119.pdf

認証マーク 認証マーク 認証マーク

※各認証マークは構成する認証をすべて取得した場合に使用可能

MPSはオランダにて開発され、現在は国際的な認証システムとして活用されている。サプライチェーンの川上から川下までの各段階

で規格及びその認証スキームが存在しており、花きの品質を担保している。
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具体事例（花き業界総合認証プログラム（MPS））

引用元：https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_system/attach/pdf/index-119.pdf

オランダにおいては、オランダ花き協会がオランダ産花きの輸出拡大に向けた活動を行い、MPSが独自の認証ス
キームの開発を通じた花きの標準化活動を推進している。

推進団体の概要 標準化を活用した品目

組織名 ◼オランダ花き協会

団体の

役割

◼オランダ国内の花きの生産者団体、商業

者団体から構成されており、業界課税を

原資にしたマーケティング活動を推進

• 国ごとの花きの消費動向の分析

• オランダ産花きの国別の

プロモーション戦略の策定・実行

組織名 ◼MPS

団体の

役割

◼オランダ国内の花きの生産者らにより立ち

上げられ、認証（MPS）の開発による花

きの標準化活動を推進

• 花き業界の環境負荷低減に関す

る認証であり、花き産業の川上～

川下までをカバーする認証スキーム

であるMPSの開発

⚫ 欧州における花き取引においてMPSの取得が条件化している

⚫ 店頭で販売されている商品にもMPSの認証ラベルが貼付さ

れている場合がある*

輸
出
に
関
す
る
取
組
み
推
進

標
準
化
に
関
す
る
取
組
み
推
進

連携

*ラベル添付は義務化されていないため、全てのものについている訳では無い

専用HPにて参照
農薬の使用量ランク

生産者に関する情報
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具体事例（花き業界総合認証プログラム（MPS））

引用元：https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_system/attach/pdf/index-119.pdf

花きの品質の規格化により、自国産の品質向上・高付加価値市場創出を実現してきた。現在はカーボンフットプリ
ント（CFP）訴求による他国との差別化を図る。

現在～

オランダ産花きの品質向上

⚫ オランダにて生産時の農薬使用量の

多さが問題。使用量の報告が必要

⚫ サステナビリティの意識の高まりから、

生産環境の改善が重視。その結果、

品質が向上

⚫ アフリカ産花きの生産環境が問題視

グローバルでの

高品質マーケットの創造

さらなる環境面での

訴求による差別化

⚫欧州でCFPの削減が重視

⚫花き市場の品質が安定化し、さらな

る差別化が必要に（オランダでは

CFPの観点で優位性有）

1990年代

2000年代～2020年代前半

背景・

課題

マーケティング

に関する

取組み

標準化

に関する

取組み

生産・流通時の品質・安全性等を担保

する認証スキームであるMPSを開発

国際的な認証としてMPSの影響力を

高め、花き市場全体を高品質化
※当年代にFSI（花き産業サステナビリティ・イニシ

アティブ）*が発足。MPSをFSIバスケットにおける

ベンチマーク認証として採用させた

CFP算出方法をMPS既存スキームに

組み込み

オランダ花き協会が花きのマーケティング

活動を推進。オランダ産花きの安全性、

透明性を訴求

サステナビリティに配慮した（高品質な）

花き市場の拡大に向けて、マーケティング

活動を推進

CFPの面での優位性をPR

*欧州、アフリカ、南米等の花き分野のステークホルダーにより構成される民間組織。FSIを包摂するIDH

（持続可能な貿易イニシアティブ）をオランダ政府が牽引していることからオランダの影響力が強い
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国際標準化への取組のポイント

➢ ビジネスの中でどのように標準を活用したいか検討する。

➢ 規格・認証を活用する場合、作成者及びスキームオーナーを決定しておく。その際、ユー

ザーを想定し、検討体制チームに入ってもらう。

➢ 食品の場合、まずは安全や宗教等、規制に対応する認証を取得することが大事。それ以

外の規格等はその先にあるものなので、戦略性をもってビジネスプランに組み込むこと

が重要。また、認証を活用したビジネスを考えるのも手。

➢ ISO規格であれば、国内体制整備から規格制定まで5年程度はかかる。また、国際的な

活動が必要となり、多大な経費（数千万円）がかかる。当該期間のリソースをどのように

確保するか、考えておく必要。

➢ 一度走り始めると、「長いお付き合い」になる。後任の人材育成等、中長期の人事を見据

えながら、組織的に対応することが望ましい。
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（参考1）ISOの組織
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アドバイザリーグループ

理事会常設委員会
(Council  standing committees)

－財政 ー指名審査
－戦略・政策 ー監視

理事会
(Council)

中央事務局
（Central Secretariat)

政策開発委員会
(Policy  development

committees)

－適合性開発委員会 (CASCO）
－消費者政策委員会 (COPOLCO)
－発展途上国対策委員会 (DEVCO)

総会
 (General Assembly)

参照：(一社)国際標準化協議会 ISO事業概要2024、

日本産業標準調査会ウェブサイト及びISOウェブサイト

規格開発

会長委員会

技術管理評議会 (TMB)
(Technical Management Board)

専門委員会(TC) 
Technical Committees

分科委員会(SC)
Subcommittees

作業グループ(WG)
Working groups

アドホックスタディグループ
ad hoc study group

戦略諮問グループ（SAG）
Strategic  advisory groups

専門諮問グループ（TAG）
Technical  advisory groups
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（参考2）ISOにおける国際規格の開発

TC

O

Secretary Chair

O
P L

P P

P P

SC

Secretary
P

L P
O O

Chair

P

WG
E PL

PL E

Convenor

E

WG
E PL

PL E

Convenor

E

参照：日本産業標準調査会資料

ISO中央事務局

Participating member（Pメンバー）
TC/SC内のすべての事案への投票義務を

負って、業務に積極的に参加し、会議に出席
する。

Observing member（Oメンバー）
オブザーバーとして参加。文書の配布を受

け、コメントの提出と出席の権利を持つ。

Expert（エキスパート）
親委員会のPメンバー又はリエゾン機関か

ら任命され、個人の立場で活動し、その専門
性により規格開発に貢献する。

Project Leader（プロジェクトリーダー）
プロジェクトリーダーは、規格開発プロジェ

クトの推進に関して責任をもつ。

国際幹事

Pメンバー

Oメンバー

リエゾン

エキスパート

プロジェクトリー
ダー

Pメンバー

議長

技術管理評議会（ＴＭＢ）
ISOでは、専門委員会(TC)/分科委員会
(SC)が中心となって規格開発を進める。
TCあるいはSCの下にWGが設けられる
こともある。

コンビナー
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（参考3）ISOに関する国内体制

国際体制（ISO側）

各TC/SC

・ 議長
・ 国際幹事
・ Pメンバー(各MBの代表者)
・ Oメンバー(オブザーバ)

ISO中央事務局（ISO/CS）

・ TMB等の事務局
・ 各TC/SC担当

・ 国際規格の販売

etc.

1MBとして

対応

対応

国内体制（MB側）＝JISC

JISC事務局

（METI基準認証ユニット、JSA）

・ ISO上層（総会、理事会、TMB等）担当官
・ 各TC/SC,JIS原案の担当官
・ 国際規格、JIS規格等の販売（JSA）
・ JSAによる規格開発支援業務

各TC/SCの国内審議委員会

・ 国内委員会委員長
・ 国内委員会事務局(＝国内審議団体)
・ 国内委員会委員
・ オブサーバー

業務委嘱
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